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はじめに

2

当資料では、クロッシオンで登録した日報管理データから勤怠データを作成し、レッツ

原価管理Goの出面書に取り込む方法をご案内いたします。

レッツ原価管理Goおよび、クロッシオンの基本的な使い方については、それぞれのマ

ニュアルをご確認ください。
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１．準備１ レッツ原価管理Goの設定
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レッツ原価管理Goの勤怠データを60進法に設定します。

①メニュー＞台帳＞従業員 を開き、［勤怠項目設定］をクリックします。

クロッシオンから出力される勤怠データは60進
法のため、レッツの入力区分を合わせます。

連携する勤怠データは１種類のため、項目１以外
の入力区分は任意です。

②項目１の「入力区分」を「60進法」にし、［OK］で閉じます。
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２．準備２ クロッシオンの設定

5

クロッシオンのシステム設定を行います。

画面左のメニューから「システム設定」を選択し、設定画面から「日報管理」を開きま

す。
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２‐１．ユーザーコード変換の設定
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クロッシオンのユーザーと、レッツ原価管理Goの従業員を紐付ける設定をします。

手順１：日報管理画面の「ユーザーコード変換」タブを選択します。
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２‐１．ユーザーコード変換の設定
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手順２：「変更後の変換コード」に対応するレッツ原価管理Goの従業員コードを設定

し、［変換コードを変更する］をクリックします。

手順３：確認画面がでます。内容を確認して［はい］を

クリックします。
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２‐１．ユーザーコード変換の設定
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手順４：日報管理画面の「その他の設定」タブを選択します。

「変換したユーザーコード」を「使用する」にし、［その他の設定を変更する］をク

リックします。
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２‐２．プロジェクト・作業名の設定
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クロッシオンの項目名を、レッツ原価管理Goに合わせます。

手順１：日報管理画面の「プロジェクト・作業名の設定」タブを選択します。
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２‐２．プロジェクト・作業名の設定
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手順２：以下のように「ユーザー定義名称」を設定し、［名称を登録する］をクリック

します。

初期名称 ユーザー定義名称 使用する

プロジェクト 工事 ―

階層１ 工事 チェックON

階層２ 枝番
チェックON
（枝番を使用しない場合はOFF）

階層３ （空欄） チェックOFF

作業 （空欄） ―

作業１ 作業種類 チェックON

作業２ 工種 チェックON

作業３ 部門 チェックON
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２‐３．プロジェクトの設定
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レッツ原価管理Goから工事情報をCSV形式で出力し、クロッシオンで読み込みます。

① レッツ原価管理GoからCSVデータの出力

手順１：レッツ原価管理Goの「工事登録」から［F7検索］で工事一覧を開きます。

手順２：［F11印刷］をクリックし、「TEXT書出」タブを選択します。

以下の設定をし、［実行］をクリックし、データを出力します。

ファイル：任意のファイル名を指定

項目名を出力する：チェックOFF
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２‐３．プロジェクトの設定
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② CSVインポート

手順１：日報管理画面の「プロジェクトの設定」タブを選択します。

手順２：「CSVインポート」をクリックします。

工事コードの枝番を使用しない場合は手順４（１回

目の読込処理）まで、使用する場合は手順６（２回

目の読込処理）まで行います。
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手順３：以下の条件を設定し、［インポートする］をクリックします。

インポートするCSV：レッツ原価管理Goから書出したファイル

ヘッダー：なし

文字コード：Shift-JIS

インポート対象の列 階層１のコード：１列目（工事コード）

階層２のコード：登録する＝チェックOFF

階層３のコード：登録する＝チェックOFF

プロジェクト名：５列目（工事名称）

親プロジェクトが登録されていない場合：自動で新規登録しない

２‐３．プロジェクトの設定

13
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手順５：（工事コードに枝番を使用する場合のみ）

以下の条件を設定し、［インポートする］をクリックします。

（「インポート対象の列」以外は手順３と同じです）

インポート対象の列 階層１のコード：１列目（工事コード）

階層２のコード：２列目（工事コード枝番）

登録する＝チェックON

階層３のコード：登録する＝チェックOFF

プロジェクト名：５列目（工事名称）

２‐３．プロジェクトの設定
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手順４：確認画面がでます。内容を確認して[はい］をク

リックします。

手順６：確認画面がでます。内容を確認して［はい］をクリックします。
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① レッツ原価管理GoからCSVデータの出力

手順１：レッツ原価管理Goの「作業種類」を開きます。

手順２：［F11印刷］をクリックし、「TEXT書出」タブを選択します。

以下の設定をし、［実行］をクリックし、データを出力します。

ファイル：任意のファイル名を指定

項目名を出力する：チェックOFF

２‐４．作業の設定
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レッツ原価管理Goからマスタ情報をCSV形式で出力し、クロッシオンで読み

込みます。

以下、Goの「作業種類」をクロッシオンの「作業１」に読み込む手順を説明します。

「工種（作業２）」「部門（作業３）」も同様に行ってください。
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２‐４．作業の設定
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② CSVインポート

手順１：日報管理画面の「作業の設定」タブを選択します。

手順２：「CSVインポート」をクリックします。
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２‐４．作業の設定
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手順３：以下の条件を設定し、［インポートする］をクリックします。

インポートするCSV：レッツ原価管理Goから書出したファイル

ヘッダー：なし

文字コード：Shift-JIS

インポート対象の列 コード：１列目 作業名：２列目

インポートする作業：作業１

手順４：確認画面がでます。内容を確認して［はい］をクリックします。
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２‐５． CSV出力テンプレートの設定

18

クロッシオンから出力する勤怠データの形式を、レッツ原価管理Goで読み込むことの

できる形式に設定します。

手順１：日報管理画面の「CSV出力テンプレートの設定」タブを選択します。

手順２：「既定のCSVテンプレートから選択」で「テンプレートサンプル（レッツ原価

管理）」を指定します。
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２‐５． CSV出力テンプレートの設定
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手順３：確認画面がでます。内容を確認して[はい］をク

リックします。

右側の「出力するテンプレート」がレッツ原価管理Goの出

面書の読込形式に合わせた設定になります。



Copyright (c) Let's Co., Ltd. All rights reserved. 

Let’s go together

２‐５． CSV出力テンプレートの設定
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手順４：「ヘッダーの設定」の「設定する」をチェックOFFにします。

手順５：画面下方の「CSV出力テンプレートを登録する」でテンプレートを保存します。
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３．クロッシオンの入力
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クロッシオンの「日報管理」より、実績時間を入力します。

（実績時間、プロジェクト、作業１～３、コメントがレッツ原価管理Goに取り込まれ

ます。実績の開始時刻・終了時刻や、予定時間は連携されません）

入力手順の詳細はクロッシオンのマニュアルをご参照ください。
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４．レッツ原価管理Goへの取り込み
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クロッシオンからCSVデータを出力し、レッツ原価管理Goに読み込ませます。

① クロッシオンからCSVデータの出力

手順１：「日報管理」の「ダウンロード」をクリックします。
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４．レッツ原価管理Goへの取り込み
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手順２：「CSV」タブを選択し、以下のように設定をします。

CSV出力テンプレート：作成したテンプレートを指定

ユーザー、工事、期間：任意の値

予定出力有無：チェックOFF

文字コード：Shift-JIS

［CSV出力する］をクリックするとデータが作成されます。

出力条件を設定する際は、取り込み済みの

データと重複しないように注意してください。
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４．レッツ原価管理Goへの取り込み
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② レッツ原価管理Goでの読み込み

手順１：レッツ原価管理Goでメニュー ファイル＞テキスト読込 を起動します。

手順２：以下の設定をし、［F12実行］で読込を行います。

種類：伝票

読込先：出面書

設定 伝票番号の付番：自動付番 金額：自動計算

読込開始行：１
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